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　この度、遠山前会長はじめ、皆

様のご推挙で会長に就任いたしま

した。よろしくお願い申し上げま

す。

　私は父の創業した会社を継ぎ、

自らも新規事業を起し、今日まで

苦労の連続でした。苦難は幸福へ

の入口と思い、ねばり強く、未知

への挑戦を続けてきました。

　不足するのは何時も専門技術で

ありました。客先の技術を頂きな

がら、大学、研究所等の技術をお

借りする事で解決して来ましたが、

取り分け、六番町の市工研さんに

は本当に助けてもらいました。お

かげ様で、私の様な者でも物づく

りの中で、研究開発型企業などと

生意気な表現をする企業経営者と

なりました。

　今年、�名古屋市工業技術振興

協会（名工振）は創立二十五周年

を迎えます。歴代会長はじめ、地

元の各界企業経営者、市工研、名

工振の職員各位のご努力で、全国

でも際立った活躍、業績を残した

組織となりました。「物づくり名

古屋」の中核技術センターとして、

地元中小企業発展への使命をこれ

からも益々発揮することが期待さ

れております。

　また、新規事業創出のための新

規事業者へのインキュベータの機

能を更に強め、名古屋の地から物

づくりニュービジネスが次々に生

れ、育ってゆく環境整備も大きな

仕事であります。

　私は東京、大阪等他地域に比較

し、名古屋・中京の勤勉なる物づ

くり精神、汗と油にまみれた中に

ピカッと光るソフトウェアーこそ

が当地方の財産、特徴と思います。

古い表現ですが、ハードとソフト

が組合された物づくり（組み込み

技術・システム）がこれからの日

本産業の推進役と思います。伝統

的に名古屋・中京地区が、永年築

いて来た土俵であります。これが、

企業継続・次世代により大きな活

躍の場を提供する、元気な名古屋

を作り上げてゆく秘訣でありま

しょう。皆さん、頑張って地元の

工業振興に貢献しましょう。




